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近年、ハロゲン化鉛系ぺロブスカイトを活性層とした太陽電池が、高い変換効率を示すことが

報告され、さらなる高効率化・実用化に向けた研究が活発に行われている。一般的なぺロブスカ

イト型太陽電池には電子輸送層に多孔質 TiO2が用いられているが、それらのナノ構造体を用いる

ことにより活性層界面積を増加させ、電子移動度を増加させることが知られている。ZnO の電子

移動度は TiO2と同等であるが、ZnO ナノロッドを用いたぺロブスカイト型太陽電池のエネルギー

変換効率は、多孔質 TiO2を用いたぺロブスカイト型太陽電池の値に比べて低いことが報告されて

おり、この一因として ZnO ナノロッドの成長密度、配向性、直径および長さが最適化されていな

いことが考えられる。ZnO ナノロッドの構造および密度を最適化することにより、太陽電池特性

のさらなる向上が期待される。本研究では、電子輸送層として ZnO ナノ構造体(ナノロッドおよび

ナノ粒子)を下地層として用いたぺロブスカイト太陽電池を系統的に作成し、その構造および物性

の評価および太陽電池特性評価を行うことを目的として研究を行った。Fig.1 および Fig.2 に FTO

基板上に作製した ZnO ナノロッド層の SEM 像およびラマン散乱スペクトルを示す。本研究で作

製した ZnO ナノロッドは欠陥や格子歪が少ないことが確認された。これらの ZnO ナノロッドの詳

細な構造および諸物性については当日報告する。 
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Fig. 1 FTO 基板上に成膜した ZnO     Fig.2. ZnO ナノロッドのラマン散乱スペクトル 

ナノロッド層の SEM 像    
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